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。
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瞭
な
區
別
は
、
.
フ
ラ
ン
ス
に
何
等
本
来
の
ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
リ
テ
ー
ト
が
な 

か
つ
た
こ
と
に
あ
る
。
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瞭
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述
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檢
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.
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し
乍
ら
初
期
の
_
妬
者
に
見
ら
れ
る
如
く
彼
に
は
い
ま
だ
硏
究
方
向
が
確
立
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れ
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問
題
點
が
前
面
に.押
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て
い
る
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や
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方
向
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る
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動
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機
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機
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し
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成

立
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根

源

を
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こ

に
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s
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r
i
a
K
S

の

主

た

る

軍

事

的

機
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を
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軍
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n
i
s

cherialis 

が

Farailia m
i
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i
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包
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さ

れ

る

と

言

ぅ

ご

と

く

罾

«
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活

の

大
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を
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て
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る
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代
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)
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當

然
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こ

と

で
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政
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現

實

の

擔

い

手
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と

す

る

方

 

IN
I
に

對

し

て

はG
e
r
o
K
i
r
c
h
n
e
r

が

批

判

し

た

よ

う

にg
$
0
£(r
lti
の

中

ニ 

(

四

0
四)

央

_
權

化

を

妨

げ

る

各

ラ.ン
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立

性
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へ

ル
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ャ
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分

散

化

の
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止

的

傾

向
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用
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最

初
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(

第
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帝

國
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史
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R
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b
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困
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史
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1

1

1
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方
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す

る
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史
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の
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濟

 

史
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激
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る
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め
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れ

る
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力
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硏
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く

旣

に
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濟

過

程

と

文

化

過

程

(

い

わ

ゆ
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u
f
b
a
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.

を

不
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分

と

み

る

見

地

か

 

ら

の

批

判

を

も

っ

て

す

れ

ば
.
w
. Bo

s
r

の

硏

绝

も

亦

一

層

の

內

位

と

密

度
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必

要

.と
し

、

史

的

理

解

と

作

業

の

無

限

の

深

さ

が

痛

感

さ

れ

ょ

(
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(lieirnpei)

を

も

.
 

つ

ド

イ

ツ

史

の

こ

の

 

p
e
r
s
o
n
e
n
v

c&rbandsstaat 
か

ら F
l

p:CIlenstaat 

(
T
h
e
o
d
o
r

 

M
a
y
e
r
)

へ

の

過

渡

期

に

お

け

る

各

シ

ュ

テ

ン

デ

の

史

的

創

造

 

.
力

を

如

何

に

評

價

す

る

か

は

至

難

の

業

と

言

わ

ね

ば

な

ら

ぬ

が

益

々

關

心

の

 

持

た

れ

始

め

て

い

る

巾

世
1
近

供

に

お

け

る

因

由

と

非

宙

由

の

意

義

の

探

究

は

 

必

然

的

に

問

題

を

そ

こ

ま

で
tf
f
進

せ

し

め

る

こ

>
に

な

ろ

ぅ

。

然

し

そ

の

際

 

Osswald, 

ein s
c
h

G:ier 

Seeligers 
に

對

し

て

放

つ

た>
.
o
o
p
g
o
h 

の

批

判

-G
r
u
ndherrschafttheorie 

批

判

の

一

定

の.se
h
u
x
a
x
i
o
m

の

形

成

と

い

っ

た

豫

め

決

定

さ

れ

た

方

向

で

の

論

設

が

如

何

に

歴

史

の

基

盤

を

 

ゆ

ボ

め

る

ゆ

え

ん

で

あ

る

か

が

深

く

反

省

さ

れ

ね

ば

な

る

ま

い

。

そ

し

て

そ

こ

 

か

ら

批

判

の

M
Ef
e
lと
批

判

の

原

則

の

問

題

が

生

ま

れ

て

く

る

。

1

.P. 

N
.は

g
c+
-

.

の

成

立

を

遠

く

フ

ラ
ゾ
ク

時

代

に

お

け

る

宮

廷

の

官

職

 

(
m
i
n
i
s

c+e
r
'
m
i
n
i
s

c+erium, o
B
c
i
u

 
日
 H

a
m
^
a
h
t
-
A
n
r
b
)

に

求

'
め

よ

ぅ

 

と

す

るF
i
i
r
t
h

の

A
m
t
s
t
h
e
o
r
i
e

に

對

し

て

、

こ

の

官

職

自
it
ヴ

ィ

ザ

ン

ツ

 

の

皆

延

儀

式

の

影

響

で

成

立

し

た

も

の

で

あ

り

(

M

f
 P. 

p

m
 157.) 

(
D
u

 C
a
n
g
o
,

 

G
l
o
s
s
a
r
i
u
m

 G
r
a
e
c
u
m

 p. 1463
.
)

ま

た

こ

の

官

職

は

種

 

々

な

o
s*
0
3
t
に

わ

た

り

、

猶

々

なg
d
&a4
の

o
i
e
n
s
t
m
a
n

を

網

羅

す

 

る

黯

で

い

ま

だ

s
r̂
|!
1
0}
夂

ま

と

は

言

い

得

ぬ

と

ま

ず

主

張

す

る

。

w
r
e
v
i
—

u
m

 E
x
e
m
p
l
a

の

成

立

事

情

に

關

し

て

す

で

に

^
o"
l
f 

g
a
n
g

溶

ゅ

は

は

?)

、

「

ュ A
r
n
p
a
h
t
、)

は

o
Q
r fuldis

o-h
e

 

v
o
c
a
b
u
l
a
r
i
u
s

M
t
i
. Galii 
で

 

v
i
l
l
i
c
u
s

と

_

さ

れ

て

お

り

、

口

ル

シ

ユ

文

書

に

お

け

る

s
a
m
b
e
t
h
s

は

 

伯

の

職

權

で

あ

る

が

同

時

に

他

面

c
e
s
u
r
i
o

及

び

t
r
i
b
u
n
u
s

の

職

權

で

 

も

あ

る

。

」

と

述

べ

て

い

る

。

し

た

が

つ

て

P
.

W
.は

Gebiirtss

c+and, 

w
e
r
u
f
s
s
t
a
n
d

が

す

で

に

’Mt
.

の

制

度

の

中

に

混

在

し

て

い

る

こ

と

を

正

 

.し
く

指

摘

し

て

い

，
る

。L -
か

し

そ

の

よ

ぅ

な

官

職

を

生

ん

だ

-
廷̂

儀

^

は

西

フ

 

ラ

ン

ク(

フ

ラ

ン

ス)

で

重

要

性

を

も

っ

た

が

西

ヨ

ー

ロ

ツ

。
■
ハ

(

特

に

高

地

.
 

低

地

ド

ィ

ツ)

.
で

は

必

し

も1

的

に

.
一

定

の

w
o
f
a
m
t

と
結

合

せ

ず

、

ナ

 

一

I
I三
世

紀

.に
お

.け
る

..

S
t
a
n
d

の

展

開

と

ド

ィ

ツ

自

體

の

史

的

諸

事

情

の

中

.
 

で

^
^
g
gy.
^
e
sが
そ

の

機

能

鞞

換

を

遂

げ

た

こ

と

を

確

定

す

る

。

そ

し

 

て

中

世

に

於

け

る

mlxdsteriales.

の

S
t
a
n
d

を

ニ

ー

べ

ル

ン

ゲ

ン

の

歌

s D
e
. m
i
r
d
s

o'-erialibus 
2―

0
.
.
1
|
.
.
.

に
'ぉ
け
る
.辰
開
）

以
來
の
傅
習
の
中
で
檢
證
し
、
併
せ
て
そ
の
地
域
的
個
性
を
檢
出
し
よ
う
と
す 

る
。

ー
體
そ
の
よ
う
な
も
の
と.し
て
見
る
と
き
ド
イ
ツ
に
お
け
る

H
a
a
m
t

 

は
.カ
ロ

リ
ン
グ
の
ル
ネ
ッ
サ
シ
ス
の
中
で
ど
の
よ
う
な
も
の
と
現
わ
れ
て
く
る

- 

か
に
就
い
て H

i
n
c
m
a
r

 (
D
e

 ordine 

p
^
p
け
は 

p
cr
t
oは
之
等
の B

i
n
?

 

t
r
i

cb
o
g
'
p
^
OJ
c+
s-
B
g 

.
と
し
.て camerarius, c

o
m
e
s

 paratii, sen- 

ewchalcuw, b
u

c+iculariusv

c
o
mfD
tn
g
ct
-
pび

.mansionprium, 

v
f 

natores, principales, f aiconarius.

等
を
擧
げ
て
い
る
。
然
し
勺，̂• 

はo
a
m
e
r
a
r
i
u
s

 (
K
a
m
m
.
e
r

.©r), maresealcus (IVIarsilall), d
a
H
-

 
fer (

闩 mc
h
s
e
s
s

©.n
)
，Pincerna (

s
c
h
e
n
k
e
n
)

が Llinisterialis 
の 

H
o
f
a
n
r
t

の
中
心
的
な
も
の
で
あ
る.と
^
、K* 

B
o
s
l

も
ま
た
w
a
&
o
u
g

ci
- 

に
就
い
て
；

R

<pichsmarsllall,Hruchsess§
,wc

tre
n

 
宂 
§, K

a
m
m
e
r
-

 

er, 

K
u
c
h
e
n
m
e
i
s
t

か
を
擧
げ
て
い
る
。
其
の
際
旣
述
の
如
く、regnl 

u
m

 T
e
u
i
x
m
i
c
t
i
m

の
み
な
ら
ず
英
獨
怫
及
び
後
期
中
世
の
各
ラ
ン
ト
.の
地 

.域
的
相
違
、
王
、
聖
界
、
俗#
、
尉
主
のHo

f
a
x
n
t

の

相

違

が

あ
？)
-
と
し
て
も 

之
等
の
官
職
がTitel” D

i
e
n
s
t
l
e
h
n

の
形
を
採
る
に
.至
る
迄
の
奉
仕
の
機 

能
に
は
共
通
！

I

が
み
ら
れ
る
.0

然
し
乍
ら
^Mi

奉
仕(

騎
馬
軍

役)

.にminis- 

teriales

の
g
ct
-8 5
&

形
成
の
主
因
を
求
め
る

P. K
.

とK
.

 W
0
S
1

の
距 

離
は
^
ぼ
蓉
肖
1&5
1<1

>(«
の
機
能
轉
換
に
止
ま
ら
ず
後
渚
がド
.
o
o
p
s
c
h
o
. 

w
m
n
n
e
r
,

 T
h
e
d
p
r

 Jdayer, H
. 

M
i
t
t
e
F

W
2 .
日 p

®
^

の
國
制
硏
究
に 

沿
っ
てJR

s.chsministerialitst

の
展
開
-
—「

所

有

史

的

系

統

的

方

法 

の
肋
け
に
よ
っ
て
ド
イ
ッ
壬
國
の
結
節
點
に
於
け
る
茁
の

M
t
.

の
機
能
と
そ 

の
國
政
上
の
押
入
物
の
發
露
と
し
て
の
そ
の
內
的
®
展
及
び1

般
的
政
塗
展 

.の
運
動
を
描
き
出
す
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
.な
ら
ね」

と
の

立

場

を

と
る
點
に
 

あ
る
。
從
っ
て
F
.
K
.の
苦
心
の
結
品
と
し
て
作
成
さ
れ
た
次
贾
の
表
も
彼
が

三

(

四
〇
五)



Statistisches Verhaltnis der Ministeriaien

zu don freien Kreuzf ahrern.

Herzoge und 
Grafen

Freie

1096-1146 ' 9 5

1147-1149 22 12

1149-1189 16 4

1189-1191 16 16

1192-1202 10 1

1202-1217 1 ■-

1217-1221 16 1

1227-1229 —— ~

1230-1250 3 •-

1096— 1146 Freie 71%  

1147— 1149 tf 24.5%

1149— 1191 〃 23%

1192— 1250 " 3%

Ministeriaien 
und milites

Unsicheren
Stand

2 5

37 7

39 4

29 1

5 1

13 1

40 1 '

2 ——

4 —

P. K. ibid., S. 246 

Ministerial油  29%

〃 75.5%  .

// 77%

" 97%

-,
■'意
味
づ
け
た
箪
政
の
終
極
と
し
て
のK

e
i
o
h
s
-
L
a
n
d
f
r
i
e
d

の
運
嵐
に
お
け 

る

IVIibisteriaHS

の
w
ci
-
p
acb
の
政
治
經
濟
的
非
自
由
丨
> 自
由
の
展
開
の
外

:*田
學
會
雜
誌
第
西
卜
九
卷
第
六
號

内

(

四
0

2 

こ
東
^
ド
イ
ツ
を
中
心
と
：し
'て
：のH

a
n
d
e
s
h
e
r
r
l
i
c
h
k
e
i
t

の
仲
張
の
メ
ル 

ク
マ
ー
ル
と
し
て
の
意
味
.を
も
つ
こ
と
に
な
'ろ
ぅ
。

オ
ー
.ス
ト
リ
ア
で
.の
こ
の
過
程
に
就
い
て
：はA

.

 

D
o
p
s
c
h

が
知
o
Hl
o
H
m
- 

k
irche 

u
n
d

 

L
a
n
d
e
s
h
e
r
r
l
i
c
h
k
e
i
t

 

in 

d
s
t
e
r
r
a
c
h
、

及
び 

s
e 

w
e
d
e
u
t
u
n
o
*

 

H
e
r
z
o
g

 

1
.
v
o
n

 

H
&
s
b
u
r
g

 

H
u
r

 die 

Ausbllduns* d
e
r

 Landeshohei-b i
n

o:sterreich 

(128211298)

に
於
'い
て
劃
期
的
な
檢
討
を
と
げ
て
お
り(

か
つ
て
被
がA

n
i
a
n
i
s
c
h
e

 

K
l
o
s
t
e
r
r
e
f
o
r
m

 L
u
d
w
i
g
s

 des 

を B
r
e
v
i
u

日 

E
x
e
m
-

 

p
l
a

の
成
立
の
不
可
缺
の
條
件
と
み
た
如
< :
こ
こ
で
經
濟
支
配
と
不
可
分
な 

聖
界
を
含
む
政
治
、S

t
a
n
d

の
運
動
の
起
伏
が
^
考
さ
れ
ね
ば

な

ら
ぬ
で
あ 

ろ
ぅ
。.

•

K.

 

B
o
s
l

に
依
れ
ば 

D
i
e
n
s
t
B
a
n

 

#

^-^
(
v
o
g
t
=
a
d
v
o
c
a
t
u
s
)

に 

任
ぜ
ら
れ
る
場
合
が
頻
繁
に
あ
ら
わ
れ
る
。
從
つ
て
.
d
a
s Hi

r
s
a
g
r

 

^
 

f o
r
m
p
r
o
g
r

&im
n
l

が
古
い■ E

i
g
®
n
k
i
r
c
h
0
n

の

問

題

を

完

全

に

^

^-
せ

ず 

君
主
の
く
あ
け
乳
か
ら
の
解
放
の
問
題
を 

一
ニ
三
年
ぎ
ゥ
ォ
ル
ム
ス
條
約 

X
D
a
s

 W
o
r
m
s
e
r

 K
o
n
k
o
r
d
a
t
)

後
迄
も
持
續
し
て
行
く
こ
と
を
考
え
る 

時

^
a
r
k
m
i
n
i
s

ct-

CDr
i
a
l
o
n

も
含
め
て
ま
さ
し
く M

t
.

の
聖
界
並
び
に
於
界 

.所
領
に
於
け
る
意
義
も
亦J

tJy
e
g

.̂t
u
r
s
t
r
e
i
t

を
轉
機
と
し
て
歴
史
の
デ
ィ 

ナ
ー
ミ
ク
の
中
で
大
き
な
轉
換
を
遂
げ
る
こ
と
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

然
し
ク
ル
ニ
ー
の
改
革
糈
祌
に
發
し
过
、ヒ
ー
ル
サ
ゥ
敎
圃
の
改
華
運
動
が
ド 

f
ッ
の
傳
習
？

o
g<+
ct
>
&
.§
^
a
g

)

に
反
し
て
誤
れ
る
舉
新
を
な
し
、
聖
觉 

を
政
治
の
渦
中
に
投
ぜ
る
8
. L. K

.
142 b

)

を
痛
駡
し
、

s
e Hi

r
s
e

 

(
s
i
l
i
u
s
}
〕

と
S

關
係
I

つ
て
修
道
士
の
晷
的
議
S

の
も
と
で
の 

i
道
院
長
の
塵
議
を
耍
望
せ
る
ロ
ル
、ゾ
ュ
修
道
院
は
、
勝
代
の
皇
帝
か
ら

.諸
種
の
特
權
を
與
え
ら
れ
、Keiclls

cfq
u
t

を
記
帳
管
理
し
て
お
り
.、
例
え 

toeichskirche W
o
r
m
s

の
進
出
に
關
迪
し
て
ス
タ
ゥ
フ
ァ
-
のL

o
r
s
c
h

丨
 

e
r

 

V
o
g
t
e
i

獲
揭
に
ょ
る
侵
密
を
受
け
た
と
し
て
も
勿
論
之
と
事
情
を
異
に
.
 

し
て
い
る
。

ニ 

： 

.

宮
廷
のjyl

s*&te.rialis

の
制
度
が
聖
界
に
採
用
さ
れ
る
ま
で
の
ロ
ル
シ 

ェ
に
お
け
るM

t
.

の
前
史
に
あ
っ
て
は
前
揭A

m
b
e
t
h

に
お
け
る
王
の
高
級 

ministerialfs 

.と
並
ん
で
.聖
堂
の 

D
i
e
n
s
t
m
a
n

 

は 

g
o
d
ys*
諄
®
^Seri 

v
i
t
o
r

の
形
を
と
つ
て
瑰
れ
て
く
る
。K

a
r
l

 

G
i

o:c
k
n
e
r

は
、
特

にD
e
r

 

M
i
n
i
s
t
e
r
i
a
l
e

の
れ
"#
を
も
っ
て
現
わ
れ
る
璺
堂
の
下
級s
e
n
s
t
m
a
n

 

に
っ
き
左
の
如
き
資
料
を
編
修
し
て
い
る
。

⑴ 

u
r
k
.

 N
r
.

 95 

N

 

g

oo(

s
§
M

o
to
g)

o
e
z
.

 .2). 

D
e
.
s
e
r
v
l
e
n
t
i
-

 

b
u
s

 e
p
i
s
c
o
p
i

<D
汁
p
び
げ 

pct
-s*
. 

0

&
o
c+
-
u
m

K
e
i
n
r
i
c
i

 II. 

inter 

w
o
r
-

 

m
a
t
i
e
n
s
e
m

 

e-b l
a
u
r
e
s
h
a
m
m
e
n
s
e
m

 

f
a
m
i
l
i
a
m
.
)

U
r
k
.

 N
r
.
134 (

a
n
n
o

 10940. D
e

 s
e
r
v
i
e
n
t
i
b
u
s
: H

e
r
i
b
e
r
t
u
s

ro) 

w
a
l
e
m
a
n
n
u
s
,

 

Tietericus, 

H
i
l
d
e
b
e
r
t
u
s

ro) 

A
r
n
o
l
d
u
s
.
K
)

「

苔

19)
O
h
n
e

 Titel nr. 

1
1
9
.

d
m 
1
0
8
5

)

，w
o

 w
e
-
i
t
e
r
e

bj
0
H
e
g
e

〕

Q
r
k
. 

N
r
.
1
4
3

 

(z 

2
9
1
3
3

.
(
a
n
n
o

 

1
1
3
s
.

o
e servientibus. 

(
L
a
u
r
e
s
h
a
m
e
n
s
i
s
)

 ： 

A
r
n
o
l
d
u
s
,
^
u
s
i
l
a
r
d
u
s
,

 

G
e
r
n
o
d
,

w
aa-
;
- 

b
e
r
t
u

y1c
c
o
m
m
u
t
p
t
i
o

 

inter 

Av-
d
a
t
r
e
cn
l
p
u
r
i
s
w
e

tj
s
e
w

el:f 

x
p
t
H
e
s 

s. 

s

c+-
e
p
h
a
n
i

0>
ct
-alia piura.)

a
r
k
. Nr
.
154 

(

a
y
n
o

U
4
2
-
U
4

00)
.

d
® g

OJHvitoribus 

”
o
u
y
r
w
- 

■
dus. Craft, 
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取
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。
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。
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d
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d
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のs.heim.〕.一
(
z
e
u
g
s

 i
n

 2
u
r
k
u
n
d
e

G:b
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u
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に
み
ぇ
る
ロ
ル.シ
1
聖
堂
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A
r
n
o
l
d
u
s

 

n
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ministerialis 

が 

Villa B
esin

e
s
l
i
e
i
m 

內
の
土
地
を
賈
戾
し
、
そ
の 

, 

代
り
に
葡
萄
畑
を
聖
堂
に
反
對
給
付
し
、
そ
の
果
實
を
納
め
た
こ
と
の
注
文
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■
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；
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つ
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e
l
f
r
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i
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體
非
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つ
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わ
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s
e
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e
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追
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わ
れ
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。
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.
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i
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.
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.
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.
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b
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i
t
e
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さ
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堂
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o
m
a
u
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あ
ろ
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u
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p
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b
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ょ
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口
ル
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エ
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嫌
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K
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1
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れ
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。
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R
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。
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。
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述
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之
等
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i
n
i
s
t
e
r
i
a
l
i
s

の
職
能
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n
i
s
t
e
r
i
a
l
i
s

の
擔
ぅ
經
濟
、-
m 

法
、行
政
、
軍
事
、
文
化
等
の
全
機
能
を
網
羅
す
る
。
然
し
乍
ら
以
上
の
職
能
は

卽
 

座
に
中
世
の
說
敎
書
に
お
け
るet
e k

i
r
c
h
l
i
c
h
e

泽

目
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な
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。
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u
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r
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a
e
s
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r
i
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で
あ
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し
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i
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l
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塵
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e
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h
l
l
d

の
變
動
を
許
容
し
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
こ
：で
旣
に
.封
建
社

.

..九

-

四 

ニ

〕

'



,

三
田
學
會
雜
誌
第
西
十
九
卷
第
六
號

會
內
部
に
お
け
る
現
實
と
.
s

f 

d
i
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e
a
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裂
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不
可
避
の
狀
態
に
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-
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中

世

の

自

體

が

p
, B

r
u
n
n
e
r

の
指
摘
す
る
よ
う
に
社
會
經
濟
的 

下
部
構
造
に
對
す
る
上
部
權
造
で
は
な
く
政
治
、
經
濟
の.

g
a
g
e
r

 B
a
u

の 

統
一
的
な
制
度
と
し
て
存
在
し
、
政
治
、
經
濟
の
デ
ィ
ナー

ミ
ク
が
■こ
の
制
度 

に
强
カ
な
作
用
を
及
ぽ
す
か
ら
で
あ
る
。
 

•

I
L
B
Oln
'
.
lが
中
世
法
の
保
を
考
慮
し
乍
ら
も

「

經
濟
は
法
よ
り̂

レ」 

と
の
べ
た
如
く R

e
i
c
h
,
.
L
a
n
d

の
內
的
外
的
な
Q
G>
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:

®
に
生
じ
た
&

丨 

nisterialitSt 

の
軍
政
、

經
濟
的
展
關
は
 

J
y
y
Q
g
â
^̂-
Hi
a
ct
-

—

L
a
n
d
- 

f
r
i
e
d

を
政
治
的
轉
機
と
し
、
都
市
、
農
村
の
經
濟
的
發
展
と
相
俠
つ
て
中
世 

的
秩
序(

L
e
h
n
r
e
c
h
v

 L
a
n
d
r
e
c
h
t
)

に
！

n|

大
な
作
用
を
及
ぽ
し
た
。
.そ 

し

てp. K
l
u
c
k
h
o
h
n

は
こ
の
ラ
ン
ト
の
平
和
こそ

s
i
n
i
s

rt-e
r
i
a
l
i
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檢
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史
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史
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史
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